
1

へ

次ページヘ続く

ContinuedonneXtpage...

、



『
梅
園
奇
賞
」
は
文
政
十
一
年
刊
の
二
冊
、
朱
地
題
篭
に
「
第
一
集
」
（
二
八
丁
）

「
第
二
集
」
（
二
四
丁
）
と
す
る
。
第
一
集
は
器
物
な
ど
、
第
二
集
は
初
め
に
鈴
・
経

巻
・
太
刀
等
を
模
刻
し
た
後
、
古
筆
資
料
二
九
点
を
収
め
る
。
本
稿
は
そ
の
影
印
・

翻
刻
と
解
題
で
あ
る
。

巻
末
に
は
、

文
政
十
一
年
戊
子
嘉
平
月
幕
勒
上
梓
森
川
世
黄
校
合

浪
華
野
梅
園
蔵
板

圖千
種
利
兵
衛
刀

と
す
る
刊
記
と
、
そ
の
後
に
「
東
都
書
林
雁
金
屋
青
山
清
吉
、
近
江
屋
吉
川
半
七
」

の
書
津
名
を
記
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
野
梅
園
が
編
纂
し
た
後
、
森
川
世
黄
が
校
合

と
す
る
刊
記
と
、
そ
の
後
に
「

の
書
津
名
を
記
す
。
こ
れ
に
』

『
梅
園
奇
賞
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
４
後
白
河
帝
の
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
、
６

後
鳥
羽
帝
『
新
古
今
集
』
（
水
無
瀬
切
）
、
妬
後
京
極
良
経
公
「
雲
州
消
息
切
」
の
三

点
が
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
「
翰
墨
城
」
に
、
７
後
嵯
峨
帝
「
御
手
判
切
」
が
京
都
国
立

博
物
館
蔵
『
藻
塩
草
』
に
そ
れ
ぞ
れ
見
い
だ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
梅
園
は
ど
の
よ
う

の
手
を
加
え
た
と
知
ら
れ
る
。

『
梅
園
奇
賞
』
所
収
古
筆
資
料
の
影
印
・
翻
刻
と
解
題

に
し
て
古
筆
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
右
の
古
筆
手
鑑
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
、
ま
た
そ
こ
か
ら
な
ぜ
こ
れ
ら
四
点
だ
け
を
抜
き
出
し
て
模
刻
し
た
の
か
、
そ
の

選
択
の
基
準
な
ど
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
水
無
瀬
切
に
下
絵
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
依
拠
し
た
は
ず
の
『
翰
墨
城
」
の
断
簡
に
は
そ
の
よ
う
な
根
跡
も
な
い
し
、

現
存
す
る
他
の
水
無
瀬
切
に
も
下
絵
な
ど
存
在
し
な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る

の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
は
静
嘉
堂
本
を
用
い
た
。
影
印
・
翻
刻
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
静

嘉
堂
文
庫
に
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
担
当
解
説
・
１
～
別
伊
井
春
樹
皿
～
羽
新
藤
協
三
）

新伊

藤井

協春

三樹
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捷
峨
帯
騰
蕊
鮒
灘
澱
蕊
騨
鰄
輔
臓
鮒
粥
呼

幾
歩

■
日
日
■
■
。
■
■
■
■
■
■
。
ｂ
■
■
Ｄ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
６
１
Ⅱ
Ｉ
■
Ｕ

■
■
Ｕ
６
０
Ｌ
Ｆ
Ｕ
０
け
■
■
■
■
ｐ
ｂ
ｒ
ｂ

逼
一
悪
霊
溌
零
裳
蕊
縫
蕪
葱
蚤

９
■
１
１
０
ｌ
Ｈ
ｒ
Ｄ
Ｐ
Ｌ
■
ｒ
叩
叱
脾
０
．
席
９
１
■
０
ぷ
１
Ｌ
角
田
戸
Ｍ
１
ｌ
８
Ｉ
１
０
■
Ｐ
７

Ｇ
０
■
６
Ｇ
口
０
■
。
○
．
凸
Ｈ
０

２
嵯
峨
帝
蓉
訴
権
珠
罐
恥
癖
牽
糖
癖
第
畦
塞
誇
雌
諦
堀
轌
謡
諏
轤
罐
蹄
鑑
注
胡
粉
書

１
長
谷
寺
縁
起
駁

智
有
二
種
一
成
就
有
如
虚
空
容
受
平
等
王
釈
二
成
就
仏

智
如
転
輪
王
受
譲
頂
位
此
心
下
法
合
一
切
境
元
尋
合
虚

藷
華
需
率
雍
曠
口
舩
如
是
十
因
汝
当
後
学
鍔

緬
善
男
子
依
五
種
法
菩
薩
摩
訶
薩

訶
薩
成
就
布
施
波
羅
密
云
何
為
五
一
者

執
筆
遣
唐
大
使
中
納
言
従
三
位
兼
行
左
大
弁
春
宮
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原

朝
臣
道
真
〃

奉
行
去
年
七
月
廿
七
日
下
諸
寺
井
長
谷
寺
宣
旨

従
五
位
下
行
左
大
史
兼
春
宮
大
属
壬
生
忌
寸
望
村

遣
唐
副
使
従
五
位
上
守
右
少
弁
兼
行
式
部
少
輔
文
章
博
士
讃
岐
介
紀
朝
臣

長
谷
雄

中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
従
三
位
行
春
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
時
平
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詞
篭
寓
伽
術
迩
趣
騒
農
式
何
遙
些
若

峨
塔
雰
等
碓
典
種
播
塔
震
麗
葡
誘

鰄
溺
識
鰯
裳
零
条
園
険
巻
維
農

駕
蕊
蕊
蕊
羅
蕊
舞
伽
鯉
灘

q一 I



、

澁
腎
璽
牢
蕊
懲
蝿
篭
騨
懸
鍜
総
蕊
雛
躍
里
祷
鮮

1

匂
阿
迩
啄
麩
巫
棚
諏
軸
賊
強
筆
鋒
剛
睦
磐
巍
翫
嘩
蕊
埜
繩
唯
俳
脆
伸

働
写
宇
函
‘
も
昨
砿
画
面
〃
Ⅷ

９台００ｑ‐ＱＯＬ■■■■。・も・６口■■：■１日■■■■０日日ⅡＪＤＬ■■■■■Ⅱ。■Ⅱ１日■■ＯＨＱＢＤＯＩ■一旬。。■■■０“■凸口阜■８０４

３
白
河
帝
詮
酔
潅
蔀
嘩
籟
錐
罐
拒
饒
帝
醒
締
窪
審
誰
池
野
誕
垂
馳
蹄
四
落
飾
法
謹

４
後
白
河
帝

５
後
鳥
羽
帝

目
連
及
富
櫻
那
従
空
而
来
為
王
説
法
不
可
禁

制
時
阿
闇
世
聞
此
語
己
怒
其
母
日
我
母
是
賊

与
賊
為
伴
沙
門
悪
人
幻
或
究
術
令
此
悪
王
多

日
不
死
即
執
利
鋼
欲
害
其
母
時
有
一
目
名
日

月
光
聡
明
多
智
及
与
耆
婆
為
王
作
礼
白
言
大

智
光
明
或
見
処
座
初
地
菩
薩
所
共
囲
邊
此
比

丘
尼
為
説
法
門
名
一
切
諸
仏
大
顛
聚
三
昧
或

見
処
座
二
地
菩
薩
所
共
囲
邊
此
比
丘
尼
為
説

万
乃
至
一
万
況
復
一
千
一
百
乃
至
一
千
況
復

将
五
四
三
一
二
弟
子
者
況
復
単
己
楽
遠
離
行

如
是
等
比
無
量
無
辺
算
数
警
喰
所
不
能
知
是

七
十
七
代
謹
雅
仁
鳥
羽
帝
第
四
皇
子
崇
徳
帝
弟
在
位
三
年
四
十
三
落
飾

法
諄
行
真
建
久
三
年
崩
六
十
六
白
紙
金
泥
書
称
法
勝
寺
切

八
十
二
代
鯉
尊
成
高
倉
帝
第
四
皇
子
安
徳
弟
初
称
顕
院
二
十
出
家

法
瀧
良
然
製
和
歌
又
工
画
延
応
元
年
崩
舩
隠
岐
国
六
十
此
書
称
清
水
切
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鬼
震
匿
二
地
著
雀
汗
共
闘
逵
蛙
比
立
艮
熟
議

産
屋
鳥
讓
延
法
門
名
一
切
請
僻
六
発
語
邦
三
射
、
弓

智
妃
咽
或
鬼
蒙
産
物
地
善
雀
汗
共
園
選
洪
氏
一

瀞
徒
手
火
籠
量
暴
逢
鼻
裁
癖
密
喬
求
沸
籟
涯

野
１
雪
ラ
ニ
誰
乎
若
況
榎
単
巳
難
遂
雛
凋

矛
凋
至
一
方
虎
湛
一
十
一
宵
乃
至
一
千
提
擾

崇冒辞峯一 《
葛

月
尤
聡
明
多
零
塁
纂
零
婆
島
王
作
乱
白
宮
大

日
不
兄
即
軌
刺
鈎
秋
害
其
華
時
有
盲
名
臼

典
賊
為
伴
沙
門
塵
へ
幻
乳
妃
術
今
蝶
鯉
事
多

制
晦
阿
閣
笹
閉
畦
語
己
悠
其
曾
我
筆
是
賦

同
込
及
雷
楼
郡
従
空
而
来
島
三
観
法
不
可
禁

鑿、
－毒戸



８
筆
者
不
詳

７
後
嵯
峨
帝
郵
蝉
匪
城
輕
癖
珪
社
調
門
嶢
窪
擢
誇
蓉
辨
娠
年
四
十
九
出
家
法
謹

６
同
此
曾
称
水
無
瀬
切

便
生
福
徳
智
慧
之
男
設
欲
求
女
便
生
端
正
有

相
之
女
宿
殖
徳
本
衆
人
愛
敬
無
尽
意
観
世
音

菩
薩
有
如
是
力
若
有
衆
生
恭
敬
礼
拝
観
世
音

毎
日
転
読
寿
命
経
百
巻

件
読
経
者
為
我
現
世
安
穏
寿
命
長
遠
上
人

所
始
修
也

つ
れ
な
ら
ぬ
よ
に
よ
そ
へ
て
そ
み
る

上
東
門
院
よ
を
そ
む
き
た
ま
ひ
に
け
る

春
に
は
こ
う
は
ひ
を
み
侍
と
て

大
弐
三
位

む
め
の
は
な
な
に
勘
ほ
ふ
ら
ん
み
る
ひ
と
の

い
ろ
を
も
か
を
も
わ
す
れ
ぬ
る
よ
に

東
三
条
院
女
御
に
お
は
し
け
る
と
き

円
融
院
つ
ね
に
わ
た
り
給
け
る
を
き
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嘘
鍾
筍
渇
全
や
》
認
州
審
嘩
誕
坐
守
＃
一
里
子
浅
除
壬
坤
呼
一
毎
軍
俸
舛
企
劃
枕

ｖ
え
の
出
帆
そ
え
牝
跡
↓
伊
孔
み
～
仏
仏

め
ら
７
弛
鈩
界
か
１
ヲ
や

迄
Ｉ
壬
Ｙ
謄
蹄
４３

乳

で
１
Ｊ
い
１
１
１
１
々
ノ
●
″
聾
逃
〕
ぞ
ふ
応
、
，
《
〃
灸
い
つ
く

が
小
博
り
う
ｊ
フ
ノ
ヅ
さ

僅
今
射
ん
〃
皇

學
ｌ
も
久

一
《
画
皿
哩
口
“
』
盈
噛
（
い
，
’
、
０
’
‐
〈
弓
ｒ
ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｅ

０
６
心
自
咽
、
．
ｊ
守
０
４
，
，
も
ゆ
り
Ｂ
Ｕ
ｂ
０
岫
由
暇
、
▲
■
。

９
後
深
草
帝
郷
計
ユ
識
輌
詫
忙
華
嵯
峨
帝
第
五
皇
子
四
十
八
出
家
法
騨
素
実

皿
後
宇
多
帝
勃
計
酎
蓉
雑
垂
樋
仙
帝
第
一
皇
子
徳
治
二
年
四
十
一
出
家
法
認
金
剛
性

な
み
の
う
つ
せ
み
れ
は
た
ま
そ
み
た
れ
け
る

ひ
ろ
は
易
袖
に
は
か
な
か
ら
め
や

返
し
壬
生
忠
峯

た
も
と
よ
り
は
な
れ
て
た
ま
を
つ
聾
め
と
や

こ
れ
な
ん
そ
れ
と
う
つ
せ
み
む
か
し

う
め
よ
み
人
し
ら
す

あ
な
う
め
に
つ
れ
な
る
へ
く
も
し
ら
ぬ
か
な

こ
ひ
し
か
る
へ
き
か
は
に
ほ
ひ
つ
シ

か
に
は
さ
く
ら
つ
ら
ゆ
き

あ
さ
霞
ふ
か
く
見
ゆ
る
や
煙
た
つ

む
ろ
の
や
し
ま
の
わ
た
り
な
る
ら
ん

晩
霞
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

後
徳
大
寺
左
大
臣

な
こ
の
う
み
の
霞
の
ま
よ
り
な
か
む
れ
は

い
る
日
を
あ
ら
ふ
お
き
つ
し
ら
浪

お
の
こ
と
も
詩
を
つ
く
り
て

歌
に
あ
わ
せ
侍
し
に
水
郷
春

望
と
い
ふ
こ
と
を
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Ｚ
ｗ
ｌ
グ

鋤
關

妃
伏
見
帝
章
研
一
報
嘩
栂
咋
罐
癖
蓉
濡
癖
匪
雲
澪
趣
霊
計
垂
仁
計
一
噸
癖
称
筑
後
切

ｕ
同題

不
知

た
シ
ち
と
も
た
の
ま
さ
ら
な
む

身
に
ち
か
き
こ
ろ
も
の
せ
き
も

あ
り
と
い
ふ
な
り

仲
組連
子軽

魏牟斉
関者
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’
裟
凡
孝
麓
鰯
騨
薄
薄
擢
職
漣
聴
緋
毒

I

l司

盛
啓
■
１
４
１
△
■
■
ｑ
Ｄ
△
Ｉ
■
且
佃
凸
■
Ⅶ
■
４
■
■
二
句
ｈ
叩
。

唱
同
此
密
称
堀
川
切

皿
同

鴫
後
伏
見
帝
勤
端
鐸
郵
癖
鯏
嘩
誌
霊
轟
癖
繕
窪
癖
翫
麺
唾
拝
梱
十
六
落
飾
法
謹

き
の
も
と
の
り

よ
ひ
の
ま
も
は
か
な
く
み
ゆ
る
な
く
む
し
に

ま
と
ひ
ま
さ
れ
る
こ
ひ
も
す
る
か
な

復
次
舎
利
弗
彼
国
常
有
種
種
奇
妙

雑
色
之
烏
鵠
孔
雀
鶏
鵡
舎
利
迦

陵
頻
伽
共
命
之
鳥
是
諸
衆
鳥
昼
夜

心
を
お
も
ひ
も
ま
さ
り
ぬ
け
れ
と
は
し

め
よ
り
ち
き
り
給
し
さ
ま
も
さ
す
か

に
か
れ
は
な
を
い
と
も
の
ふ
か
う
人
か
ら
の

め
て
た
き
な
と
も
世
中
を
し
り
に
し

は
し
め
な
れ
は
に
や
か
シ
る
う
き
事
き

き
つ
け
て
思
う
と
み
給
な
む
よ
に
は
い
か
て

か
あ
ら
む
い
つ
し
か
と
お
も
ひ
ま
と
ふ
お
や
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ー

I

乳
凰
帝
誹
縦
澗
蠅
柵
峨
臘
鰯
眺
騨
辮
葦
套

ｐ
凸
■
■
〃
ｄ
一
■
？
＆
①
ｇ
ｐ
２
■
■
▽
Ｐ
・
１
４
６
．
０
■
■
■
且
■
■
１
Ｊ
■
さ
■
■
■
■
■
け
り
巳
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｅ
■
■
■
Ｂ
ｒ
Ｇ
ｂ
８
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
甲

ｌ
ｉ
ｌ

韮
紳
》
恥
溶
埋
榊
諏
訟
守
り
帝
好
一
丘
子
庵
堂
牟
崩
於

遮
善
感
帝

が
ろ
ｗ
〃
ｌ
矛
砂
匂
旗
々
、
今
卦
私

冶
↓
了
し
急
・
〃
さ
ｉ
３
Ｌ
毎
鈎
が

脹
側
め
ｊ
ａ
Ｋ
ｉ
ｆ
や
１
１
Ｊ
み
そ
も

り
い
て
総
ｔ
才
ｆ
７
佼
１
り
人
ｔ
か
、

あ
に
少

』

ｙ
八

！
』 勘

Ⅳ
花
園
帝
ユ
軒
細
碓
癖
鑪
匙
識
率
癖
率
征
醒
辱
罐
誰
損
幸
御
養
子
建
武

略
後
二
条
帝
或
針
逵
鍬
率
鄙
韮
権
醇
多
帝
第
一
皇
子
徳
治
三
年
崩
舩

さ
て
心
／
、
か
し
ぐ

か
候
ひ
と
を
し

こ
よ
ひ
き
く
い
ら
れ
て

か
た
候
た
の
候
か
こ
シ
ろ
候

あ
す
も

返
候

ま
い
ら
せけ

る

草
色
雪
晴
初
布
護
鳥
声
露
暖
漸
線
蛮

花
山
有
馬
蹄
猶
露
傳
野
無
人
路
漸
滋
保
胤

か
の
を
か
に
草
か
る
お
の
こ
し
か
な
か
り
そ

あ
り
っ
鼻
も
君
か
き
ま
さ
ん
み
ま
草
に
せ
ん

お
ほ
あ
ら
き
の
も
り
の
し
た
し
た
り

あ
ひ
て
駒
も
す
さ
め
す
か
る
人
も
な
し
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肥
後
醍
醐
帝
鋤
叶
蓋
翫
唖
聿
塞
祷
窪
諦
霊
症
墾
垂
樒
当
帝
蝿
》
妙
ロ
野
切

過
鷹
司
基
忠
公
諦
剰
鑪
切

な
か
ら
ふ
る
か
い

か
へ
ぬ
こ
そ
な
か
れ

い
の
ち
あ
ふ

の
こ
と
に

の
こ
る
つ
ら
さ
は

古
今
和
寄
集
巻
第
十
六

哀
傷
奇

い
も
う
と
の
身
ま
か
り
け
る

時
よ
み
け
る

小
野
の
た
か
む
ら
の
朝
臣

な
く
涙
あ
め
と
ふ
ら
な
む
わ
た
り
か
は

水
ま
さ
り
な
は
か
へ
り
く
る
か
に
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藤
婆
譽
叩
餓
獅
蕊
慕
・
患
蝿
常
崩
波
賀
緯

Ｉ

ひ
１
４
カ
ノ
き
て
１
１
く
貧
れ
合

況
１
人
わ
！
Ａ
か
１
１
み
み
れ
弘

伶
ｂ
Ｍ
孤
号
１
ん
ｊ
町
ら
人
。
多
伽
１

あ
ｊ
７
膿
〃
ｔ
さ
く
Ｉ
さ
ぅ
，
八
令
喧

、
４
で
も
６
ｒ
ｊ
は
ｖ
内
１
１
象
幽
々

ご
た
ら
し
Ｑ
４
ｊ
室
あ
い
ゆ
り
や
１
ぅ

い
ふ
で
ユ
ご
１
１
，
ヤ
賑
１
Ｊ
め
ん
Ｌ
響
涯
“
ク
イ
ム
ｒ
い

の
和
ｒ
４
ｂ
わ
良
や
み
し
わ
為
ｒ
ひ
わ
侭
そ

》
り
。
１
１
１
の
今
ｌ
ム
６
イ
か
ワ
リ
ｈ
７

け
Ｉ
向
６
め
ワ
０
や
１
１
Ｋ
筒
Ｔ
ｆ
由
ｔ

澗
願
畢

紋
行

皿
藤
原
行
成
鑑
砿
誠
趣
饒
磨
癖
罐
酵
馳
辨
坤
鋤
蓉
疵
咋
誰
認
癖
錘
》
極
症
軸
ハ
老

卯
後
光
厳
帝
鄙
計
鋤
識
跡
鋤
韮
桃
罐
帝
第
三
皇
子
応
安
崩
舩
柳
原
仙

閑
居

不
濁
記
東
都
履
里
有
閑
居
泰
適
之

隻
亦
令
知
皇
唐
大
和
歳
有
理
世
安
樂

之
音
白

宮
車
一
去
棲
臺
之
十
二
空
長
隙
瓢
難

追
綺
羅
之
千
暗
老
閑
賦

い
な
き
こ
と
と
申
給
へ
り
ぬ
る
十
日
よ
ひ

の
ほ
と
よ
り
わ
ら
は
や
み
に
わ
っ
ら
ひ
侍
を
た

ひ
か
さ
な
り
て
た
え
か
た
く
侍
へ
れ
人
の

お
し
へ
の
ま
シ
に
に
わ
か
に
つ
れ
い
り

侍
り
つ
れ
と
か
う
や
う
な
る
人
の
し
る
し

あ
ら
は
さ
ぬ
と
き
は
し
た
な
か
る
へ
き
も

た
鼻
な
る
よ
り
は
い
と
を
し
う
思
給
へ
っ
シ

み
て
な
ん
い
た
う
し
の
ひ
侍
つ
る
い
ま
そ

な
た
に
も
と
の
た
ま
へ
り
す
な
は
ち
そ
う
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臓
同
溌
淀
《
弱
叡
雨
鵠

印
Ｐ
３
向
中
日
月

饗
畿
薙
源
慮
圃

Ｉ
ｂ
院
■

劉
合
器

幽
思
不
窮
深
巷
無
人
虚
愁
腸
欲
断
閑

窓
有
月
之
時
白

鶴
篭
開
虚
見
若
子
書
巻
展
時
逢

故
人
白

官
途
自
此
心
長
別
世
事
従
今
口
不

言
白

惹
帯
薙
衣
抽
替
舩
北
山
之
蘭
僥
桂

撒
鼓
棹
舩
東
海
之
東
江
相
公

（
虫
損
）

都
府
口
綴
看
瓦
色
観
音
寺
只
聴

聾
不
出
門
菅

陶
門
跡
絶
春
朝
雨
燕
寝
色
哀
秋
夜

相
霜
謂
岼
記
月

我
や
と
は
み
ち
も
な
き
ま
て
荒
け
り

つ
れ
な
き
ひ
と
を
ま
つ
庵
暉
畔
し
ま
に
唾
僧
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等
タ
鋼
添
罫
珊

I

馳
堀

瘤
に
岬
醒
砿
泊
千
参
町
鴎
灘
青
丸
字

徴
抵
輿
ｖ
黒
崎
山
毒
悲
壷
幌
亀
捲

蛎
墾
Ｉ
踏
侮
臓
嘩
対
詮
換
焔
紺
之
蝿
率

勤
え
令
学
２
拓
鼠
四
十
塁
ム
減
是

後
魯
威
，
ｌ
遮
樹
育
千
ず
垂
鐺
噛
冊
咽

躯
筆
者
不
詳

巴
猿
一
叫
停
舟
舩
明
月
峡
之
邊
胡
馬

忽
噺
失
路
紗
黄
沙
碩
之
裏
愁
賦
公
乗
億

泰
山
不
譲
土
壌
故
能
成
其
高
河
海
不

厭
細
流
故
能
成
其
深
漢
瞥
季
斯

風
雛
白
浪
花
千
斤
臆
鮎
青
天
字

鴎
（
虫
損
）

出
紫
閾
口
東
望
山
岳
半
雲
根
之
暗

蹟
翠
嶺
而
顧
家
郷
悉
没
煙
樹
之
深
鵡

見
天
台
山
之
高
巖
四
十
五
尺
波
白
望

長
安
城
之
遠
樹
百
千
万
菫
霄
青
順

眺
望

68

塔
凸
系
濠
也
暢
毯
嬢
豊
・
鶏
可
肇

艇
絢
碇
凌
鯵
淡
予
畷

霊
臺

之淫

幾

糊

蕊
暑刎

｛さる



ｉ
ｌ

諾
者
系
認
可

藤
戚
念
溌
羅
蕊
総
窯
難
藤
灘
抵
雛
；
八

勺

桑
髪
達
蛾
銭
人
条
§
搦

番
算
落
胤
邪
峨
峯

内
童
玲
嘱 鑿２

匹
加
地
ｌ
■
酢
小
川
仙
肥
咀
々
山
凹
も
Ⅲ
Ⅲ
Ｈ
１
川
口
■
■
出
肥
■
■
叩
服
孔
犯
皿
”
■
肌
岨
咽
Ⅱ
岨
岨
Ｉ
偶
凹

；

’一一口､詞

鍋
筆
者
不
詳

型
藤
原
公
任
銅
沁
率
搾
濯
轌
聿
払
蝿
極
蒋
岬
頚
癖
翫
罷
獅
峨
潅
鐸
垂
零
率
準
誰
十
六

し
は
お
り
く
ふ
る
ふ
ゆ
の
山
さ
と

冬
夜
月
を
大
敵
三
位

の山
葉
は
な
の
み
な
り
け
り
み
る
ひ
と
の

こ
シ
ろ
に
そ
い
る
ふ
ゆ
の
よ
の
つ
き

き

題
不
和
増
基
法
師

ふ
ゆ
の
夜
に
い
く
た
ひ
は
か
り
ね
さ
め
し
て

も
の
お
も
ふ
や
と
の
ひ
ま
し
ら
む
ら
ん

ふ
か
き

障
子
に
雪
深
あ
し
た
に
た
か
鼻
り
し

た
る
所
を
民
部
卿
長
家

と
や
か
え
り
し
ら
ふ
の
た
か
の
こ
ひ
を
な
み

雪
け
の
そ
ら
に
あ
は
せ
つ
る
か
な

た
か
か
り鷹

狩
を
能
因

早
春

紫
塵
鍬
蕨
人
挙
手
碧

玉
寒
蘆
錐
脱
嚢

内
宴
春
暖
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除；

＝ 回

煙
霞
無
跡
昔
誰
栖

桃
李
不
言
春
幾
暮

傳
野
無
人
路
漸
滋

華
山
有
馬
蹄
猶
露

巣
為
後
厨
春
雲

新
路
如
今
穿
宿
雪
葱

凍
鎗
波
洗
菖
苔
漿

氣
舞
風
硫
新
柳
髪

早
春
即
事
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一一ｰ一■－－マーD一一－

画 t
Pk

;！

霞
酬
恕
噸
隆
之
海

１
１
…

凸.塁同
ｉ

＊
■

葱

４

’

勺

▲

夕

毎

。

ｒ

唾

お

‐

』

ず

。

▼

。

・

勺

“

・

口

早

妬
筆
者
不
詳

つ
き
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
は
る
な
ら
ぬ

わ
か
み
ひ
と
つ
は
も
と
の
み
に
し
て

み
や
つ
か
ひ
し
け
る
ひ
と
を
ひ
さ
し
く
ま
か（

虫
損
）

ら
て
む
か
へ
に
ま
か
り
た
れ
と
弾
み
に
も
□

て
さ
り
け
れ
は

よ
ひ
の
ま
に
は
や
な
く
さ
め
よ
い
そ
の
か
み

ふ
り
に
し
と
こ
も
う
ち
は
ら
ふ
へ
く

い
せ
と
い
ふ
ひ
と
に

い
せ
の
う
み
に
あ
そ
ふ
あ
ま
と
も
な
り
に
し
か

”
同
墨
流
小
色
紙

わ
ひ
ぬ
れ
は
つ
れ
は

い
ま
れ
した

な
は
た
も

う
ら
や
ま
れ
ぬ
る

も
の
に
そ
あ
り

け
る

妬
後
京
極
良
經
公
雲
州
消
息
之
切

蒙
恩
喚
朴
躍
之
甚
以
何
比
之

但
空
座
右
之
命
若
是
潮
屏
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■
Ｆ
９
１
０
ｆ
Ｆ
ｆ

同
等
下

躍箪同
ニム

も月浪大
政
十
一
隼
八
チ
嘉
采
月
蟇
勒

上
棒
森
爪
出
費
挟
合

浪
華
里
梅
園
滅
板

｜

ﾛ

侭
！
！
‐
！
←

ｇ
ｇ
Ｔ
合
２
９
●
■
■
マ
Ｄ
２
ｅ
０
‐
、
１
，
』

だ
小
弘
和
癖
腰
馬
・
茎

千
種
利
共
衛
刀

１
１｡

■

、､

皿－
ーー

羽
同
筆

し
て
偶
を
と
き
て
い
は
く

わ
れ
過
去
世
の
無
量
数
却
を
お
も
へ
は
ほ
と
け

人
中
の
尊
と
い
ま
し
き
日
月
燈
明
と
な
つ
け

た
て
ま
つ
り
き
世
尊
法
を
演
説
し
て
無
量

壽
佛
分
身
の
観
世
音
大
勢
至
み
な
こ
と
ノ
、
く

極
樂
國
土
に
雲
集
す
空
中
に
側
ま
し
て

蓮
花
座
に
坐
す
妙
法
を
演
説
し
て
苔
の

衆
生
を
わ
た
す
こ
の
観
を
な
す
を
は
な
つ

肥
同
仮
名
法
華
経
之
切

文
政
十
一
年
戊
子
嘉
平
月
蟇
勒

上
梓
森
川
世
黄
校
合

浪
華
野
梅
園
蔵
板團千

種
利
兵
衛
刀
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１
長
谷
寺
縁
起
賊

長
谷
寺
に
蔵
さ
れ
る
縁
起
の
賊
文
の
部
分
を
模
刻
し
た
も
の
。
道
真
の
筆
跡
と
伝

え
る
。
な
お
、
『
集
古
浪
華
帖
第
三
』
に
、
「
菅
原
道
真
公
書
」
と
し
て
「
長
谷
寺
縁

起
文
」
が
収
め
ら
れ
る
が
、
｜
こ
こ
に
示
さ
れ
る
の
は
そ
の
巻
末
で
あ
る
。

２
嵯
峨
帝

金
光
明
最
勝
王
経
注
釈
巻
四

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
飯
室
切
香
紙
、
墨
字
経
、
所
々
弘
法
大
師
麺

テ
加
筆
ア
リ
」
と
見
え
る
。
飯
室
切
に
は
、
こ
の
注
釈
切
と
、
『
勝
璽
経
」
を
垂

た
断
簡
の
二
種
が
存
し
、
書
体
を
異
に
す
る
。
い
ず
れ
も
白
点
が
付
さ
れ
る
。

所
々
弘
法
大
師
胡

３
白
河
帝

仏
説
観
無
量
寿
経

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
は
「
蓮
華
王
院
切
同
（
白
紙
）
金
字
経
、
銀
罫
ノ
上

下
二
金
銀
蝶
烏
ノ
下
画
ア
リ
、
黒
点
ハ
後
人
ノ
書
入
ナ
リ
」
と
す
る
。
切
名
称
は
、

白
河
天
皇
の
御
願
寺
蓮
華
王
院
（
三
十
三
問
堂
）
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
蓮
華
切
」
と
も
称
す
。

４
後
白
河
帝

大
方
広
仏
華
厳
経

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
「
法
勝
寺
切
白
紙
、
金
字
経
、
金
罫
上
下
子
持
ス
ジ
」

と
す
る
。
こ
の
切
は
、
「
翰
墨
城
』
に
押
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
「
翰
墨
城
」
は

粉
二

「
勝
璽
経
」
を
書
写
し

古
筆
家
了
仲
（
一
六
五
六
’
一
七
三
六
）
の
所
伝
と
さ
れ
る
の
で
、
『
梅
園
奇
賞
」
の
編

者
は
、
そ
こ
か
ら
抜
き
出
し
て
模
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

５
後
鳥
羽
帝

法
華
経
従
地
涌
出
第
十
五

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
清
水
切
白
紙
、
墨
字
経
、
銀
罫
一
行
毎
二
銀
泥
ニ

テ
上
二
天
蓋
、
下
二
蓮
座
ア
リ
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
偶
頌
の
部
分
は
、
一
句
ご
と

に
銀
泥
で
天
蓋
と
蓮
台
を
描
く
。
『
翰
墨
城
』
「
藻
塩
草
」
な
ど
に
、
同
種
の
清
水
切

が
押
さ
れ
る
。

６
後
鳥
羽
帝

新
古
今
集
巻
十
六
雑
上
（
一
四
四
五
）
１
（
一
四
四
七
詞
書
）

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
水
無
瀬
切
四
半
、
新
古
今
、
寄
二
行
書
、
又
大
同

小
異
ノ
キ
レ
ア
リ
、
名
物
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
す
る
。
本
断
簡
は
「
翰
墨
城
』
に
押
さ
れ

た
一
葉
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
も
の
の
、
た
だ
こ
れ
に
は
下
絵
が
な
い
。
水
無
瀬
切

は
『
藻
塩
草
』
『
見
ぬ
世
の
友
」
「
文
彩
帖
』
な
ど
比
較
的
多
い
が
、
い
ず
れ
も
下
絵

は
な
い
し
、
「
古
筆
名
葉
集
」
に
も
そ
の
よ
う
な
指
摘
は
見
い
だ
せ
な
い
。
す
る
と
、

『
翰
墨
城
」
を
模
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
断
簡
に
は
窓
意
に
下
絵
を
加
え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

７
後
嵯
峨
帝

願
文

73



新
古
今
集
巻
一
春
上
三
四
Ｉ
（
三
六
詞
書
）

後
深
草
院
に
つ
い
て
は
、
「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
常
盤
切
と
す
る
仮
名
書
状
を
見

い
だ
す
だ
け
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
も
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
書
状
で
、
そ
れ
以
外
に
は

知
ら
れ
な
い
。

ｕ
後
宇
多
帝

Ⅲ
後
宇
多
帝

古
今
集
巻
十
物
名
四
二
四
Ｉ
（
四
二
七
詞
書
）

後
宇
多
院
筆
と
す
る
古
今
集
は
、
弓
ち
く
れ
』
に
巻
二
十
の
一
葉
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、
松
木
切
と
称
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
一
首
一
行
書
き
で
本
断
簡
と
異
な
る

し
、
ま
た
『
翰
墨
城
』
や
『
藻
塩
草
』
に
押
さ
れ
る
松
木
切
は
兼
行
集
で
あ
る
。

９
後
深
草
帝

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
「
御
手
判
切
願
文
、
字
ノ
上
二
朱
ニ
テ
御
手
ノ
形
ア

リ
」
と
す
る
。
本
断
簡
は
、
「
藻
塩
草
」
所
収
切
を
模
刻
し
た
も
の
。
御
手
判
切
の
名

称
は
右
に
記
す
よ
う
に
、
朱
に
よ
っ
て
手
形
の
捺
さ
れ
て
い
る
の
に
由
来
す
る
。
「
藻

塩
草
』
は
筆
で
描
い
た
の
だ
が
、
た
だ
そ
れ
を
模
刻
し
な
が
ら
こ
こ
で
は
省
略
し
て

い
る
。

８
筆
者
不
詳

法
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五

迫
伏
見
帝

古
今
集
巻
十
二
恋
二
五
六
一

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
巻
物
切
古
今
奇
、
二
行
書
、
佐
理
卿
ウ
ッ
シ
」
と

す
る
の
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
。
佐
理
筆
の
古
今
集
を
、
伏
見
天
皇
が
模
写
し
た
伝

本
と
い
う
。
堀
川
切
の
名
称
は
、
『
見
ぬ
世
の
友
」
に
付
さ
れ
て
以
来
用
い
ら
れ
る

が
、
由
来
は
不
明
。
な
お
本
断
簡
は
、
『
翰
墨
城
」
に
押
さ
れ
た
一
葉
を
模
刻
し
た
も

の
で
あ
る
。

弱
後
伏
見
帝

Ｍ
伏
見
帝

出
典
末
詳

胆
伏
見
帝

後
撰
集
巻
十
六
雑
二
二
六
○

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
筑
後
切
雲
紙
、
巻
物
、
後
撰
、
拾
遺
ノ
奇
、
三
行

或
ハ
チ
ラ
シ
、
金
銀
砂
子
紙
モ
ァ
リ
」
と
す
る
が
、
後
撰
集
・
拾
遺
集
の
ほ
か
に
古

今
集
の
筑
後
切
も
存
す
る
。
後
撰
集
巻
二
十
の
一
巻
を
伝
え
る
誉
田
八
幡
宮
本
の
巻

末
に
は
「
永
仁
二
年
十
一
月
五
日
書
詑
」
と
あ
る
の
で
、
伏
見
天
皇
三
十
歳
の
書
写

と
知
ら
れ
る
。

未
詳
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源
氏
物
語
浮
舟
巻

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
四
半
源
氏
、
朱
書
入
点
ア
リ
」
「
六
半
源
氏
」
と

す
る
の
を
見
い
だ
す
。
近
衛
家
伝
来
の
『
大
手
鑑
』
に
は
升
形
本
の
若
紫
巻
十
行
の

一
葉
が
押
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
右
の
指
摘
の
六
半
切
で
あ
ろ
う
か
。
本
断
簡
は
升
形

本
で
は
な
い
が
、
筆
跡
な
ど
『
大
手
鑑
』
の
切
と
近
似
す
る
。
あ
る
い
は
数
行
分
裁

断
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

焔
後
二
条
帝

和
漢
朗
詠
集
巻
下
草
四
三
八
’
四
四
一

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
巻
物
切
朗
詠
、
上
下
二
墨
罫
」
と
す
る
が
、
後
二

条
天
皇
筆
と
す
る
和
漢
朗
詠
集
の
断
簡
は
こ
れ
ま
で
ま
だ
目
に
し
て
い
な
い
。
本
断

簡
が
そ
れ
に
相
当
す
る
の
か
ど
う
か
、
模
刻
だ
け
に
界
罫
の
有
無
も
不
明
で
あ
る
。

Ⅳ
花
園
帝

仮
名
書
状

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
萩
原
切
真
名
、
ム

モ
ア
リ
」
と
す
る
の
が
、
本
断
簡
に
相
当
す
る
の
で

城
』
『
見
ぬ
世
の
友
』
『
藻
塩
草
」
に
も
押
さ
れ
る
。

に
「
萩
原
切
真
名
、
力

肥
後
醍
醐
帝

歌
集『

新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
吉
野
切
中
四
半
形
、
寄
恋
述
懐
、
御
自
詠
、
古
寄

名
、
杉
原
紙
、
消
息
、
経
ウ
ラ

本
断
簡
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
萩
原
切
は
、
『
翰
墨

交
リ
ー
首
、
チ
ラ
シ
書
」
と
す
る
。
現
存
す
る
吉
野
切
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
に

散
ら
し
書
き
で
一
首
を
書
く
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
自
詠
歌
集
か
ど
う
か
は
不
明
。

珀
麗
司
基
忠
公

古
今
集
巻
十
六
哀
傷
八
二
九

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
小
倉
切
四
半
、
雲
紙
、
古
今
、
続
後
撰
、
寄
二
行

書
、
弟
子
極
二
家
基
公
ト
ア
リ
、
誤
ナ
リ
」
と
す
る
。
、
小
倉
切
に
は
古
今
集
と
続
後

撰
集
が
あ
っ
た
由
だ
が
、
後
者
は
今
の
と
こ
ろ
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
小
倉
切
は
、

『
翰
墨
城
」
『
藻
塩
草
』
な
ど
に
も
押
さ
れ
る
。

釦
後
光
厳
帝

源
氏
物
語
若
紫
巻

後
光
厳
天
皇
の
源
氏
物
語
に
つ
い
て
は
、
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
同
西
半
）

雲
紙
、
白
紙
、
源
氏
又
は
歌
合
詞
書
等
類
切
多
シ
」
と
す
る
。
類
切
が
多
か
っ
た
よ

う
で
、
白
鶴
美
術
館
の
『
手
鑑
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
筆
跡
の
異
な
っ
た
二
葉
が
押
さ
れ

る
が
、
本
断
簡
と
も
ま
た
別
で
あ
る
。
た
だ
、
『
翰
墨
城
」
の
若
菜
上
巻
物
と
「
藁
叢
」

（
河
野
文
化
館
）
の
横
笛
巻
切
と
は
同
筆
の
つ
れ
と
思
わ
れ
る
。

迦
藤
原
行
成

和
漢
朗
詠
集
巻
下
閑
居
宍
一
三
’
六
一
六
、
六
一
八
’
六
二
○
、
六
一
三

’
六
二
三
）
、
眺
望
（
六
二
四
’
六
二
六
）

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
は
、
行
成
筆
朗
詠
集
に
つ
い
て
「
法
輪
寺
切
巻
物
朗
巧



鷹
狩
を
↓
鷹
狩
を
鈴
妙
計
（
認
）

の
如
く
異
同
を
示
す
の
で
、
流
布
本
系
本
文
と
は
別
の
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

配
筆
者
不
詳

後
拾
遺
集
巻
六
冬
三
九
○
（
下
句
）
’
三
九
四
（
詞
書
・
作
者
）

模
刻
の
際
の
原
拠
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
が
、
本
断
簡
の
本
文
を
流
布
本
の
そ

れ
と
比
較
す
る
と
、

冬
夜
月
を
↓
冬
の
よ
の
月
を
掛
野
か
（
知
）

、
、

雪
深
あ
し
た
た
か
弾
り
し
た
る
所
を
↓
雪
の
あ
し
た
た
か
愛
り
し
た
る
所
を
読
侍

塑
筆
者
不
詳

和
漢
朗
詠
集
巻
下
山
水
（
四
九
九
・
五
○
○
）

現
存
す
る
多
く
の
朗
詠
集
の
切
の
中
で
、
本
断
簡
と
一

出
し
得
ず
、
目
下
の
と
こ
ろ
原
拠
に
つ
い
て
も
未
詳
。

本
断
簡
と
ま

詠
、
浅
黄
紙
キ
ラ
砂
子
、
飛
雲
ア
リ
」
、
「
安
宅
切
朗
詠
巻
物
、
金
銀
下
画
、
歌
二

行
書
」
、
「
巻
物
切
朗
詠
、
墨
罫
銀
砂
子
、
少
片
カ
ナ
反
り
点
ア
リ
」
等
の
記
載
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
断
簡
の
原
拠
と
は
認
め
難
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
不
詳
。
「
閑
居
」

（
蝿
～
唖
の
う
ち
の
師
・
翅
の
二
句
を
欠
い
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も

未
詳
。

け
る
（
郷
）

っ
た
く
一
致
す
る
も
の
は
見

記
後
京
極
良
経

雲
州
消
息
（
明
衡
往
来
）
巻
上
末
第
三
四

本
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
六
五
「
巻
物
切
」
の
模
刻
で
あ
る
。
『
翰
墨
城
」
で
は
「
巻

物
切
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
本
断
簡
に
「
雲
州
消
息
之
切
」
と
あ
る
よ
う
に
、

躯
筆
者
不
詳

業
平
集
（
西
本
願
寺
本
系
統
）
一
七
（
歌
）
’
一
九
（
上
句
）

『
ま
つ
か
げ
』
二
○
の
藤
原
公
任
筆
尾
形
切
雪
月
影
帖
』
中
’
一
で
は
行
成
筆
と

す
る
）
と
ま
っ
た
く
一
致
す
る
の
で
、
尾
形
切
の
模
刻
で
あ
る
。
た
だ
、
本
断
簡
が

丸
唐
草
下
絵
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
尾
形
切
は
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
尾
形
切

四
半
、
歌
仙
家
集
、
胡
粉
地
雀
鳥
虫
草
水
藻
ノ
下
画
ア
リ
」
と
あ
る
如
く
下
絵
が
異

な
る
。
あ
る
い
は
、
模
刻
の
際
に
窓
意
に
下
絵
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

酔
藤
原
公
任

和
漢
朗
詠
集
巻
上
早
春
（
一
二
・
一
三
）
、
鴬
（
七
○
）
、
巻
下
草
（
四
三

九
）
、
仙
家
（
五
四
八
）

公
任
筆
と
伝
承
す
る
朗
詠
集
の
切
は
、
大
内
切
・
太
田
切
・
唐
紙
朗
詠
集
切
等
を

は
じ
め
数
多
く
伝
存
す
る
が
、
本
断
簡
と
一
致
す
る
も
の
は
見
出
し
得
な
い
。
本
断

簡
が
一
二
、
一
三
、
七
○
、
四
三
九
、
五
四
八
の
如
く
飛
び
飛
び
に
抄
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
通
行
の
朗
詠
集
本
文
と
比
べ
た
場
合
、
「
内
宴
春
暖
」
（
週
）
、
「
早

春
即
事
」
宛
）
の
題
を
有
し
、
各
句
の
作
者
注
記
「
野
」
（
篁
）
」
「
都
（
良
香
）
」
「
菅

（
道
真
と
「
保
胤
」
「
江
（
朝
綱
）
」
を
欠
く
こ
と
等
に
な
お
問
題
を
残
す
が
、
未
勘
。
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内
容
は
雲
州
消
息
の
一
部
分
で
あ
る
。
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
巻
物
切
雲
州
消

息
、
紙
五
色
金
銀
下
画
ア
リ
」
と
あ
る
の
に
該
当
し
よ
う
か
。
小
松
茂
美
氏
は
、
『
翰

墨
城
』
の
解
説
で
、
こ
れ
を
『
本
朝
文
粋
」
の
如
き
も
の
か
ら
の
抄
出
か
と
さ
れ
、

ぺ
ん
や
く

た

恩
暖
を
蒙
り
、
朴
躍
の
甚
し
き
、
何
を
以
て
か
こ
れ
に
比
せ
ん
。
但
だ
座
右
の
命

ぺ
ん
や
く

恩
暖
を
蒙
り
、
朴
躍
の
甚
し
き
、

．
．
か
く
ご
と
ぢ
よ
う
ろ
う

と
定
め
、
是
の
若
き
の
廟
屏
…

と
訓
じ
ら
れ
る
が
、
翻
刻
し
た
如

翻
刻
し
た
如
く

拾
遺
集
巻
十
二
恋
（
七
七
三
）

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
は
「
小
色
紙
歌
チ
ラ
シ
書
」
と
あ
る
が
、
本
断
簡
に

該
当
せ
ず
、
模
刻
の
原
拠
に
つ
い
て
は
未
詳
。
こ
の
歌
は
「
拾
遺
抄
』
（
巻
七
、
恋

二
、
二
八
四
）
に
も
存
し
、
流
布
本
『
集
』
『
抄
」
が
共
に
第
二
句
を
「
ゅ
シ
し
き
」

と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
断
簡
は
「
い
ま
れ
し
」
と
す
る
点
が
異
な
る
。

27ｎ
″
』
今
乖
隠
一
匡
銭
ぶ
ぶ
陶
宇
に
上
も
憩
叩

仮
名
法
華
経
（
？
）

本
断
簡
は
「
仮
名
法
華
経
之
切
」
と
す
る
が
、
『
法
華
経
』
に
こ
の
本
文
は
見
出
し

得
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
未
勘
で
あ
る
が
、
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
「
経
切
墨
罫

墨
字
朱
墨
星
ア
リ
」
と
す
る
の
に
あ
る
い
は
該
当
す
る
か
。

記
後
京
極
良
経

四
後
京
極
良
経

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

後
京
極
良
経

遺
集
巻
十
二

、

●
●

「
蒙
恩
喚
」
「
空
座
右
之
命
」
で
あ
ろ
う
。

模
刻
の
際
の
原
拠
の
切
に
つ
い
て
は
未
勘
。
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